
2018 年度 小委員会活動成果報告 
（2019 年 3 月 1 日作成） 

小委員会名 文教施設小委員会 主 査 名：中埜良昭 
就任年月：2018 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

学術推進委員会 委員長名：大崎 純 

設 置 期 間  2018 年 4 月 ～ 2022 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

本小委員会は、戦後、我が国の学校施設整備に大きな役割を果たしてきた「学

校建築に関する委員会」「文教施設委員会」を前身とし、その役割を引き継ぎ、

文教施設に求められる計画内容や基準・規格等の在り方について、国の委託研究

等を受けて調査研究を行い、基本となる考え方を示すことを目的とする。また社

会状況を踏まえ、文教施設に関わる研究テーマを設定して、その成果を社会に発

信することにより、学会の社会的使命を果たす。 
初年度：学校施設を中心に文教施設に関する今日的な状況に対して、材料、構造、 

環境、計画、構法、教育などの観点から横断的な課題について検討し、文科省か

らの委託研究の受け皿づくり（あるいは文科省に対する提案）を行う。 
２年度：同上、３年度：同上、４年度：同上 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

主 査 中埜 良昭（東京大学生産技術研究所） 
幹 事 腰原 幹雄（東京大学生産技術研究所） 

  森  政之（文部科学省国立教育政策研究所） 
委 員 伊香賀俊治（慶應義塾大学） 

伊藤 俊介（東京電機大学） 
今本 啓一（東京理科大学） 
岩下  剛（東京都市大学） 
小見 康夫（東京都市大学） 
壁谷澤寿海（東京大学地震研究所） 
清家  剛（東京大学） 
南  知之（㈱石本建築事務所） 
柳澤  要（千葉大学） 
山田  哲（東京工業大学） 

設置 WG  
2018 年度予算 80,000 円 ホームページ公開の有無：なし 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数 4 回 
刊行物  
講習会  
催し物  

大会研究集会  
対外的意見表明等  

目標の達成度 

学校施設を中心とした文教施設に関する今日的な状況に対し、横断的な課題に

ついて検討し、今後、必要性あるいは可能性がある委託研究テーマとして、例え

ば、①文教施設の応急危険度判定基準の見直し、②エコ改修・既存設備の活用メ

ニュー、等の可能性があることを確認した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

委員会活動のあり方として、従来のように単に委託研究の受け皿となるだけで

はなく、可能であれば日本建築学会側からも活動提案を行い、できることは文科

省と協力してタイムリーな活動を進めたい。その方策と今日的課題について、引

き続き議論を継続したい。 

 


